
営
業
利
益
は
昨
対
72
・
7
％
増

―
―
コ
ロ
ナ
明
け
以
降
、業
績
が
好

調
の
よ
う
で
す
。

長
谷
川　
当
社
は
、賃
料
収
入
、ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ベ
ー
ス
運

用
フ
ィ
ー
、
売
電
収
入
と
い
っ
た
安

定
的
な
「
ス
ト
ッ
ク
収
益
」
の
成
長

を
重
視
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
加
え

て
、
物
件
の
売
却
益
等
の
一
過
性
の

収
益
で
あ
る
「
フ
ロ
ー
収
益
」
に
よ

り
全
体
の
収
益
が
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。固
定
販
管
費
や
支
払
利
息
と

い
っ
た
固
定
費
を
ス
ト
ッ
ク
収
益

が
カ
バ
ー
す
る
率
を
示
す
ス
ト
ッ

ク
収
益
固
定
費
カ
バ
ー
率
は
前
期

末
2
1
6
%
と
な
っ
て
お
り
、こ
の

盤
石
な
収
益
基
盤
が
当
社
の
強
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
業
績
の
進
捗
状
況
は
。

長
谷
川　
今
期
業
績
予
想
は
、
当

期
利
益
1
4
0
億
円
の
計
画
に
対

し
て
、
第
1
四
半
期
で
35
億

9
1
0
0
万
円
で
す
。第
1
四
半
期

か
ら
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
を
効
か
せ
、

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

―
―
大
幅
な
業
績
回
復
が
見
込
ま

れ
る
。

長
谷
川　
当
社
の
実
力
値
を
表
す

指
標
と
し
て
、「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
収
益
」と
い
う

指
標
を
採
用
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
売

上
総
利
益
に
、
固
定

資
産
に
区
分
し
て
い

る
不
動
産
等
の
売
却

益
を
加
え
、キ
ャ
ッ
シ

ュ
の
支
出
が
な
い
減

価
償
却
費
を
戻
し
い

れ
た
指
標
で
す
。

前
期
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

収
益
は
3
3
7
億

3
3
0
0
万
円
。
今

期
予
想
で
は
3
7
2
億
2
2
0
0
万

円
。昨
年
か
ら
約
10
％
の
成
長
と
な

り
、設
立
以
来
の
最
高
益
を
計
画
し

て
お
り
、ス
ト
ッ
ク
収
益
だ
け
を
見

て
い
た
だ
い
て
も
、
過
去
最
高
益
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
事
業
が
収
益
回
復
を
牽
引

―
―
現
在
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
は
。

長
谷
川　
コ
ロ
ナ
明
け
か
ら
ホ
テ

ル
事
業
の
収
益
が
力
強
く
回
復
し

て
い
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
収
益
の
今
期

予
想
2
1
3
億
4
3
0
0
万
円
の

う
ち
ホ
テ
ル
関
連
の
収
益
を
62
億

円
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

当
社
グ
ル
ー
プ
の
ホ
テ
ル
運
営
会

社
「
ワ
ン
フ
ァ
イ
ブ
ホ
テ
ル
ズ
」
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
収
益
が
前
年
同
期

比
75
％
増
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
で
運
用
し
て
い
る
い
ち
ご

ホ
テ
ル
リ
ー
ト
の
ベ
ー
ス
運
用
フ
ィ

ー
が
1
9
8
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
貴
社
収
益
に
お
け
る
ホ
テ
ル

事
業
の
位
置
づ
け
は
。

長
谷
川　
ス
ト
ッ
ク
収
益
の
3
分

の
1
は
ホ
テ
ル
関
連
収
益
が
占
め

て
い
ま
す
。
ワ
ン
フ
ァ
イ
ブ
ホ
テ
ル

ズ
に
よ
る
自
社
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

約
20
棟
、い
ち
ご
ホ
テ
ル
リ
ー
ト
も

含
め
る
と
約
50
棟
を
保
有
・
運
用
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
、
外
部
オ
ー
ナ
ー
の
ホ
テ
ル

運
営
も
受
託
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
今
後
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

お
け
る
ホ
テ
ル
の
位
置
付
け
は
。

長
谷
川　
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
取
得

後
、ワ
ン
フ
ァ
イ
ブ
ホ
テ
ル
ズ
に
ホ

テ
ル
運
営
を
切
り
替
え
て
、リ
ブ
ラ

ン
ド
し
た
り
、
T
H
E 

K
N
O
T

ブ
ラ
ン
ド
に
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
ド

し
、
収
益
力
を
高
め
て
い
く
。
そ

し
て
、
収
益
の
安
定
性
を
確
保
し

た
う
え
で
運

用
リ
ー
ト
に

組
み
込
ん
で

い
く
。
こ
う

い
っ
た
サ
イ

ク
ル
を
早
め

て
い
く
。

―
―
今
後
の
物
件
供
給
先
は
。

長
谷
川　
運
用
リ
ー
ト
の
ほ
か
、私

募
フ
ァ
ン
ド
や
、
S
T
O
（
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
・
ト
ー
ク
ン
・
オ
フ
ァ
リ
ン

グ　

デ
ジ
タ
ル
証
券
と
し
て
発
行

さ
れ
た
法
令
上
の
有
価
証
券
を
使

い
、
資
金
調
達
を
図
る
手
法
）に
組

み
込
ん
で
い
く
こ
と
も
考
え
て
い

き
ま
す
。

「
い
ち
ご
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
ト
ー
ク

ン
」
好
調

―
―
近
年
は
個
人
投
資
家
向
け
に

レ
ジ
デ
ン
ス
も
増
や
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
個
人
投
資
家
向
け
の
商

品
を
設
計
す
る
に
あ
た
り
、ニ
ー
ズ

が
最
も
高
い
の
は
新
築
の
レ
ジ
デ

ン
ス
で
あ
っ
た
。
当
社
も
投
資
家
の

裾
野
を
広
げ
た
か
っ
た
た
め
、個
人

投
資
家
向
け
に
新
築
レ
ジ
デ
ン
ス

を
積
極
的
に
取
得
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

―
―
「
い
ち
ご
・
レ
ジ
デ
ン
ス
・
ト

ー
ク
ン
」
と
言
わ
れ
る
不
動
産

S
T
の
展
開
で
販
売
チ
ャ
ネ
ル
を

％
で
す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
は
、引
き
続
き
拡
大
し
て
い
く
計

画
で
す
が
、当
社
が
社
会
課
題
解
決

に
ど
う
貢
献
す
る
か
と
い
う
意
味

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
や
知
見
も

大
切
だ
と
考
え
、今
回
の
出
資
に
繋

が
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
方
創

生
も
。

―
―
P
F
I
案
件
第
3
号
と
し
て

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ア
リ
ー

ナ
運
営
事
業
の
優
先
交
渉
権
も
獲

得
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
で

は
、
既
に
い
く
つ
か
実
績
を
持
っ
て

お
り
ま
す
。J
リ
ー
グ
の
ト
ッ
プ
パ

ー
ト
ナ
ー
に
就
任
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
に
は
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎

と
い
う
J
3
ク
ラ
ブ
の
オ
ー
ナ
ー

に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ス
タ
ジ
ア

ム
は
、
い
ち
ご
宮
崎
新
富
サ
ッ
カ
ー

場
と
い
う
名
称
で
、当
社
グ
ル
ー
プ

が
運
営
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
、
島
根
ス
サ
ノ
オ
マ

ジ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ
で
す
。

―
―
松
江
市
総
合
体
育
館
の
改
修

と
そ
の
後
の
運
営
事
業
を
手
掛
け

ま
す
。

長
谷
川　
当
社
は
、ア
リ
ー
ナ
の
改

修
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト
を
か

け
、ど
う
い
う
改
修
を
す
る
と
観
客

が
よ
り
入
り
や
す
く
な
る
か
、来
場

者
の
動
線
は
ど
う
す
べ
き
か
と
い

っ
た
こ
と
に
対
し
て
知
見
が
あ
り

ま
す
。施
設
運
営
の
プ
ロ
と
し
て
そ

う
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
い

き
た
い
。

不
動
産
の
潜
在
的
な
バ
リ
ュ
ー
を

い
か
に
引
き
出
す
か
と
い
う
知
見

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
当
社
の
コ
ア
バ
リ
ュ

ー
。さ
ら
に
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る

会
社
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
、
公
共

の
不
動
産
、
病
院
、
学
校
、
ス
タ
ジ

ア
ム
等
も
手
掛
け
て
い
き
た
い
。
当

社
が
関
わ
る
こ
と
で
、よ
り
環
境
に

配
慮
す
る
と
と
も
に
、賑
わ
い
を
創

出
で
き
る
よ
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
期
予
想
は
10
円
で
3
期
連
続
の

増
配
へ

―
―
機
動
的
な
自
社
株
買
い
を
行

う
な
ど
、
株
主
還
元
も
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
今
期
は
12
億
円
の
自
社

株
を
取
得
済
み
で
、今
後
も
引
き
続

き
機
動
的
に
実
施
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

―
―
配
当
に
関
し
て
は
、
今
期
予

想
は
10
円
で
3
期
連
続
の
増
配
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
当
社
は
、減
配
を
し
な
い
、

累
進
的
配
当
政
策
と
い
う
も
の
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、株
主
還

元
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
Ｄ
Ｏ
Ｅ
4
％
以
上

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
期
ご
と
の
利

益
変
動
に
左
右
さ
れ
な
い
長
期
安

定
的
な
配
当
成
長
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。         

拡
大
し
て
い
ま
す
。

長
谷
川　
不
動
産
S
T
と
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を
も
と
に
デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
金
融
商
品「
デ
ジ

タ
ル
証
券
」
の
一
つ
で
、
株
式
と
同

じ
よ
う
に
証
券
化
し
た
不
動
産
を

多
数
の
人
で
分
割
し
て
持
ち
合
い

ま
す
。当
社
は
国
内
4
番
目
に
不
動

産
S
T
に
参
入
し
ま
し
た
。

―
―
今
後
の
不
動
産
S
T
事
業
の

成
長
は
。

長
谷
川　
S
T
の
運
用
資
産
残
高

は
今
期
末
6
0
0
億
円
を
計
画
し

て
お
り
、来
期
末
に
は
1
0
0
0
億

円
に
届
く
予
定
で
す
。2
0
3
0
年

に
は
2
0
0
0
億
を
超
え
る
イ
メ

ー
ジ
で
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
新
た
に
私
募
R
E
I
T
に
も

参
入
す
る
。

長
谷
川　
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業
の
チ
ャ
ネ
ル
拡
大
と
し
て
、

今
期
、
私
募
リ
ー
ト
運
用
会
社
を

1
0
0
%
子
会
社
化
し
ま
し
た
。投

資
商
品
ご
と
に
投
資
家
の
ク
ラ
イ

テ
リ
ア
が
異
な
る
た
め
、
私
募
リ
ー

ト
が
加
わ
る
こ
と
で
、
公
募
リ
ー
ト

が
取
得
で
き
な
い
物
件
の
受
け
皿

に
も
な
り
得
ま
す
。物
件
を
提
供
す

る
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が
増
え
る
た

め
、
よ
り
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
が
成
長
し
、
広
が
っ
て
い
く
。

―
―
ド
イ
ツ
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

会
社
「
G
I
G
A
．
G
R
E
E
N
」

へ
43
・
7
億
円
出
資
し
ま
し
た
。

長
谷
川　
当
社
の
出
資
比
率
は
24
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「サステナブルインフラ」のいちごの業績が好調だ。先日発表された2025年2月
期第1四半期は、営業利益が昨年同期比72.7％増、純利益も146.8％増と大きく伸
びた。コロナ禍で打撃を受けたホテル事業も復活し、不動産セキュリティ・トークン（ST）
や私募リートなど、新たな投資商品も今後の成長ブーストとして期待されている。同社
は安定的な収益であるストック収益の成長を背景に、「アセットマネジメント」「心築」「ク
リーンエネルギー」の3つのコア事業のさらなる拡大を目指していく。

い
ち
ご
（
２
３
３
７
・
プ
ラ
イ
ム
）

ス
ト
ッ
ク
収
益
は
２
期
連
続
で
最
高
益
見
込
む

私
募
リ
ー
ト
参
入
で
投
資
チ
ャ
ネ
ル
拡
大
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